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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年1月30日(2014.1.30)

【公表番号】特表2013-514454(P2013-514454A)
【公表日】平成25年4月25日(2013.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-020
【出願番号】特願2012-544822(P2012-544822)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  81/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  45/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/41     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  81/06    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/04    ＣＦＣ　
   Ｂ２９Ｃ  45/14    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/41    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月5日(2013.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３，３’－ジアミノジフェニルスルホン、４－，４’－ジアミノジフェニルスルホンま
たはそれらの組み合わせ物から選択されるエポキシ硬化剤、および
　ポリアリールスルホンポリマー
　の混合物を含んでなる熱可塑性ポリマー強化材料であって、
　該熱可塑性ポリマー強化材料がエポキシ樹脂を含まず、そして繊維の形態を取る上記熱
可塑性ポリマー強化材料。
【請求項２】
　混合物がさらにジシアノジアミド（ＤＩＣＹ）を含んでなる請求項１に記載の熱可塑性
ポリマー強化材料。
【請求項３】
　ポリアリールスルホンポリマーがさらに式：－Ａ’－Ｙ
　式中、Ａ’は二価の炭化水素基であり、そしてＹはＯＨ、ＮＨ2、ＮＨＲ’または－Ｓ
Ｈからなる群から選択され、ここでＲ’は最高８個の炭素原子を含有する炭化水素基であ
る、
のペンダント基または鎖末端基を含んでなる請求項１に記載の熱可塑性ポリマー強化材料
。
【請求項４】
　ポリアリールスルホンポリマーがＸＰｈＳＯ2ＰｈＸＰｈＳＯ2Ｐｈ（ＰＥＳ）、または
、Ｘ（Ｐｈ）aＸＰｈＳＯ2Ｐｈ（ＰＥＥＳ）、または、両方、ここでＸはＯまたはＳであ
り、そしてａは１－４である、を含む請求項１に記載の熱可塑性ポリマー強化材料。
【請求項５】
　ポリアリールスルホンポリマー中のＰＥＳ対ＰＥＥＳの比が、約１０：９０から８０：
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２０である請求項５に記載の熱可塑性ポリマー強化材料。
【請求項６】
　ＰＥＳ対ＰＥＥＳの比が、約２５：７５から５０：５０である請求項５に記載の熱可塑
性ポリマー強化材料。
【請求項７】
　ＰＥＳ対ＰＥＥＳの比が、約２０：８０から７０：３０である請求項５に記載の熱可塑
性ポリマー強化材料。
【請求項８】
　エポキシ硬化剤を含まないエポキシ樹脂を、請求項１に記載の強化材料および織物を含
む成形型に射出することを含んでなる複合材部品の作成法。
【請求項９】
　エポキシ硬化剤を含まないエポキシ樹脂を、繊維および請求項１に記載の強化材料を含
む成形型に射出することを含んでなる複合材部品の作成法。
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